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四
十
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日
受
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（
質
問
の 

五
） 

答

弁

第

五

号 

   

衆
議
院
議
員
茜
ケ

久
保
重
光
君
提
出
岩
本
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
五
一
第
五
号 

昭
和
四
十
一
年
三
月
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
山

口

喜

久

一

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
茜
ケ

久
保
重
光
君
提
出
岩
本
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

岩
本
ダ
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
地
元
住

民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
従
来
か
ら
利
根
川
の
水
文
解
析
等
の
調
査
は
行
な
つ
て
い
る
が
、
目
下
の
と

こ
ろ
水
文
資
料
の
収
集
等
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
地
元
の
了
解
を
得
て
い
な
い
の
で
ダ
ム
建
設
に
必
要
な
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。 

し
た
が
つ
て
、
御
質
問
の
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
説
明
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。 

第
五
項
に
つ
い
て
は
、
も
し
、
岩
本
ダ
ム
の
建
設
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
地
元
を
含
め
て
首
都
圏
内
の
治
水

と
開
発
を
目
的
と
す
る
国
家
的
な
大
事
業
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
、
水
没
地
は
い
う
ま
で
も

な
く
周
辺
地
域
全
体
の
利
益
と
開
発
に
寄
与
す
る
計
画
と
し
て
事
業
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

第
六
項
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
、
岩
本
ダ
ム
の
効
果
は
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
首
都
圏
全
体
の
開
発
に
寄 

 



第
七
項
に
つ
い
て
は
、
岩
本
ダ
ム
建
設
の
構
想
な
ら
び
に
計
画
の
策
定
に
あ
た
つ
て
は
も
ち
ろ
ん
政
府
独
自
の

立
場
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。 

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
首
都
圏
内
の
各
種
用
水
の
水
需
要
の
増
加
量
は
、
昭
和
五
〇
年
に
は

毎
秒
約
一
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
き
な
想
定
も
な
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
増
大
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
岩
本
ダ
ム
は
、
こ
れ
ら
の
水
需
要
に
対
す
る
供
給
対
策
と
し
て
大
き
な
貢
献
を
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




